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　研究科の枠を越えた柔軟かつ学際的なカリキュラムを設計するため、各研究科を横断して「研究科間共通科目」が設置されています。この大学院共通
カリキュラムの担当教員は、当該科目のスペシャリストである特任教員を中心に組織されています。

大学院共通カリキュラム

研究科間共通科目 　

授業科目〈国際系科目群〉 単位数
学術英語コミュニケーション 2
英文学術論文研究方法論 2
国際系総合研究Ａ 2
国際系総合研究Ｂ 2
国際系総合研究C 2
国際系総合研究Ｄ「比較美術史」“Comparative Approaches in Art History” 2

授業科目〈学際系科目群〉 単位数
学際系総合研究Ａ「学際的なアメリカ研究」 2
学際系総合研究Ｂ「里山の未来を拓く」 2
学際系総合研究Ｃ 2
学際系総合研究Ｄ 2

授業科目〈キャリアパス関連科目群〉 単位数
ジョブ型研究インターンシップ 2
キャリアパス支援科目「産学連携型キャリア支援講座」 2

授業科目〈数理データサイエンス人工知能科目群〉 単位数
人文・社会科学データ解析 2
自然科学データ解析 2
データサイエンス演習 2

担当教員

中井 真木
NAKAI  Maki

博士（学術）
特任准教授

研究
分野 日本史・比較文化

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】学術英語コミュニ
ケーション／英文学術論文研究方法論　【研究テーマ】History 
of Clothing, Heian and Kamakura Japan, Translation of 
Premodern Japanese Sources, Historiographical Usage 
of Literary and Visual Texts　【主な著書・論文】『王朝社会の
権力と服装 : 直衣参内の成立と意義』東京大学出版会、2018／
Multilingual Version of Pictopedia of Everyday Life in 
Medieval Japan Compiled from Picture Scrolls, The 
Kanagawa University 21st Century COE Program 
Center, 2007- （共訳）.

※ 研究科間共通科目担当専任教員のほか、ゲスト講師を多数任用し、講座内容の充実を図って
います。

※各総合研究のテーマは2024年度実施予定のものです。

藤川 真由
FUJIKAWA  Mayu

Ph.D.
特任准教授

研究
分野 イタリア美術史、Global Art History

【最終学歴】Washington University in St. Louis　【担当授業
科目】学術英語コミュニケーション／英文学術論文研究方法論　
【研究テーマ】ルネサンスとバロック美術史、グローバルな視点か
ら見た美術史、巡礼地の美術作品　【主な著書・論文】“The First 
Japanese Embassy to I ta ly ,  1585: Restr icted 
Communication, Diplomatic Tradition, and Culinary 
Adaptation,” Annali dell’Istituto Storico Italo-Germanico in 
Trento 49/1 (2023): 73-95; “Papal Ceremonies for the 
Embassies of Non-Catholic Rulers,” in The Religious 
Minorities in Early Modern Rome, ed. Emily Michelson and 
Matthew Coneys Wainwright (Leiden: Brill, 2020), 13-54.

鈴木 香寿恵
SUZUKI  Kazue

博士（理学）
特任准教授

研究
分野 極域気象学、統計科学

【最終学歴】総合研究大学院大学　【担当授業科目】人文・社会
科学データ解析 /データサイエンス演習　【研究テーマ】南極
域における大気中物質の輸送メカニズム，確率台風モデルに基
づく気候モデル評価　【主な著書・論文】「Identifying the 
Snowfall Cloud at Syowa Station, Antarctica via a 
Convolut ional Neural Network」，K. Suzuki,  M. 
Shimomura, K. Nakamura, N. Hirasawa, H. Yabuki, T. 
Yamanouchi, T. Tokunaga, Advances in Artificial 
Intel l igence, Selected Papers from the Annual 
Conference of Japanese Society of Artificial Intelligence 
(JSAI 2020), Vol. 1357（Springer, Cham.），pp. 73-83.
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　本大学院では、通常の授業科目のほか、各研究科において年数回の「特
別講義」を実施しています。この特別講義では、学内外から講師を招き、各
研究科にふさわしいテーマに沿って、時事的、学際的な講演を行っていま

す。これにより、内外の事情を知り、現状を分析し、大学院生の研究に資す
ることが出来ます。この特別講義は他研究科生も聴講可能となっています。
ここにはその一部を掲載しています。

各研究科特別講義実施一覧 （2023年度）

研究科 回数 テーマ 講師 実施日 場所

法 1 いわゆる「淫行」処罰と2023年性刑法改正 若尾 岳志（獨協大学法学部総合政策学科・教授） 2023. 1. 21 オンライン

商

1 持続可能なくらしに向けて 大石 美奈子（公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサ
ルタント・相談員協会） 2023. 11. 18 駿河台キャンパス

2 プラスチックの持続可能な社会 戸上 宗久（前 日本ポリエチレン製品工業連合 専務理事） 2023. 11. 18 駿河台キャンパス

3 中国一帯一路とその展望 平川 均（国士舘大学客員教授） 2024. 1. 12 駿河台キャンパス

4 ｢コミュニケーションを科学する｣ 藤尾 美佐（東洋大学経営学部教授・東洋大学現代社会総合研
究所所長） 2024. 1. 19 駿河台キャンパス

5
企業診断と経営コンサルティング―日本の中小企業支
援政策からの考察― 中島 康明（独立行政法人中小企業基盤整備機構・近畿本部長） 2024. 3. 2 オンライン

政

1 食の政治経済学―キムチを事例として 朝倉 敏夫（国立民族学博物館 名誉教授） 2023. 6. 30 駿河台キャンパス

2 近代国家における主権と秘密政治 大竹 弘二（南山大学国際教養学部准教授） 2023. 7. 3 駿河台キャンパス

3 現代日本の「政治と宗教」 塚田 穂高（上越教育大学 准教授） 2023. 10. 13 駿河台キャンパス

4 21世紀の地球世界とアフリカ Jean-Louis Roy（フランコフォニー国際機関元事務局長） 2023. 12. 7 駿河台キャンパス

営 2023 年度は実施せず

文

1
Critical urban studies and theorising from the 

global East
Hyun Bang Shin 2023. 6. 28 駿河台キャンパス

2 On the Path to War: Eastern North Americ David H. Dye 2024. 1. 11 駿河台キャンパス

3 地理学とアートの架橋を考える Nadine Baldow 2024. 1. 23 駿河台キャンパス

理 1 生命物理現象の神秘を照らす電子情報工学技術 ブレインビジョン㈱ 2023. 10. 6 生田キャンパス

農

1 病原抵抗性におけるカルシウムシグナル 吉岡 啓子（トロント大学 教授） 2023. 6. 5 生田キャンパス

2 世界で初めてモチコムギを作った研究者 中村 俊樹（農研機構 東北農業研究センター） 2023. 6. 15 生田キャンパス

3 哺乳動物の排卵数調節機構について 渡辺 元（東京農工大学名誉教授・明治大学兼任講師） 2023. 6. 19 生田キャンパス

4 海産生物を用いた鞭毛・繊毛運動マシナリーの解明 柴 小菊（筑波大学生命環境系・助教） 2023. 11. 17 生田キャンパス

5
各臓器におけるグルコース取り込み機構とその病態との
関連について 渡邉 一史（㈱明治） 2023. 12. 8 生田キャンパス

6 植物病原菌寄生成立機構の解明と圃場での応用 浅井 秀太（理化学研究所・上級研究員） 2024. 1. 26 生田キャンパス

7 もう一つの北海道農業像 尾原 浩子（日本農業新聞・メディアセンター部次長兼論説委員） 2024. 1. 31 生田キャンパス

情コミ

1
ネット選挙解禁から10年の節目を迎えて～選挙プラ
ンナーに聞く 松田 肇（㈱ダイアログ） 2023. 10. 6 オンライン

2 中国少数民族の装いにみる伝統とファッション 宮脇 千絵（南山大学人類学研究所・准教授） 2023. 12. 21 駿河台キャンパス

3 日本人の政治忌避 小林 哲郎（早稲田大学政治経済学術院教授） 2024. 1. 12 駿河台キャンパス

教養
デザイン

1 Laligaの“グローカル”戦略。クラブの資産価値を高め
るスペインサッカー育成システム 小澤 一郎（株式会社アレナトーレ） 2023. 5. 31 和泉キャンパス

2 朝鮮民主主義人民共和国と第三世界運動 林 裕哲（朝鮮大学校外国語学部教員） 2023. 7. 6 和泉キャンパス

3 アイルランドの音楽と人についてのレクチャー・コンサート 守安 功（演奏家） 2023. 7. 15 和泉キャンパス

4 すしダネを扱う仲卸の仕事について 山崎 康弘（㈱山治） 2023. 10. 4 和泉キャンパス

5

「がまんできない」戦争のために税金をとるのであれば、
そんな国家はいらない。絶対非戦！日露戦争に反対し、
平民社を旗揚げした幸徳秋水。「仁」「相互扶助」「アナキ
ズム」をキーワードにしながらその非戦論をご紹介して
いきたいと思います。

栗原 康（東北芸術工科大学・非常勤講師） 2023. 11. 11 和泉キャンパス

先端
1

シリアスゲームおよびインディゲームを取り巻く世界情
勢およびその構造 福地 健太郎（（有）アトリエサード・ジャーナリスト） 2023. 12. 13 中野キャンパス

2 計算製造とマテリアル・インタラクション 鳴海 紘也（東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻特任
講師） 2024. 2. 15 中野キャンパス

国日

1 多文化共生都市・浜松－16年間の取り組みを振り返る 鈴木 康友（浜松市長） 2023. 4. 20 中野キャンパス

2 英語学習者の動機減退に関する研究の今までとこれから 菊池 恵太（神奈川大学国際日本学部教授） 2023. 7. 5 中野キャンパス

3 最新の ICTで生み出すプレイフルな学びのデザイン 住ノ江 修（一般社会法人センセイワーク理事） 2023. 10. 29 中野キャンパス

4
アートで紡ぐ　多様な人が交わる豊かなまちづくり：アール・
ブリュットの活動より 小林 瑞恵（社会福祉法人愛成会アートディレクター） 2024. 2. 1 中野キャンパス

GG 1 Tips for Writing Articles and Presenting at 
International Conferences in English

西川 賢（津田塾大学 教授）
2023. 11. 16

オンライン
2023. 11. 17


